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キ マ ダ ラ コ ウモ リ Endoetgta 　signifer 　WALKER

（鱗趨目 ， 単門類 ，
コ ウモ リガ科）の腟子発 生

安藤　裕 （東教大
・理 ・菅平生実）， 田 中正 弘　（岐

阜 ・加納高校〉

On 　 the　 embryonic 　dev¢ lopment 　oE　Endoclyta　sig・

nie 厂 WALKER （Lepidopter ヨ，　Monotrysia，　Hepiah．

dae）

H ［ROS 田 ANDO ，　 MASAH 正RO 　TANAKA

　キ マ ダ ラ コ ウ モ リ Endocl．vta 　 signifer 　WALKER

は 鱗翅目中，最 も原始的 な もの の
一

つ の 単門類に 属

して い る。 こ の 単門類の 発 生 に つ い て は 今 日 まで 全

く知 られ て い な い 。 そ こ で ，こ の 種 の 発生過程 の 特

微を と ら え，そ れ に よ り鱗翅 目二 門類あ る い は 毛翅

目 と比較発生 学的見地 か らの 研究 を 始め た 。

　 キ マ ダ ラ コ ウ モ リの 卵 は 大 き さ 約 0．65x 約 O，55

mm で，卵期 は ほ ぼ 10日 で あ る 。 卵 は 産下後30分 ま

で に ，第 ユ，第 2 成 熟分裂 を 完 了 し，雌前核 と極体

が 認 め られ，約 40分 で 雌 雄 前核 が 合 体 し，引続 き卵

割が行な わ れ る 。 第 7卵割期 ま で は 斉
一

分裂を保

ち，それ以後 ， 徐 々 に 同 時性 は 失わ れ ， 卵割核の 表

層原形質 へ の 到着に よ り胚 盤葉が 完成す る 。 ventral

plate は その 後半部腹劉 に 分 化 し，時 間 の 経 過 と と

もに，卵黄中 に 陥 入 し，つ い に は 胚 は嚢状 とな っ て

完全 に 卵黄中 に 沈む。 こ の ス テ イ ジ の 胚 で は 胚 域 と

羊膜 域 は 形態的 に は 識 別 で きず ， 内腔は 羊膜腔 で あ

る。その 後，胚 は 長 さ を 増 し，約 36時間 で 原頭葉，

原 胴域が 認 め られ，48時間 で は 胚帯 に 体節，付属肢

も分化 し， 二 門類 で 知 られ て い る胚帯に 似 た 形態 と

な る e 約 6 日 で 反 転 を 終 り，背部 閉鎖 も完 成 し，産

下後10目に 1 齢幼 虫が 孵化す る 。 別種の コ ウ モ V ガ

E ．　excrescens 　BUTLER は 卵越冬 し，卵期 は 約 6 か 月

で ある が ， 発 生 は 酷似す る。 コ ウ モ リガ の 発生 で 確

認 し得 た 最大 の 特徴 は ，嚢状胚 期を有 し，胚 子膜形

成 が そ の 為 ，
二 門類 の それ と大きく相異す る こ とで

あ る 。 こ れ は 単鬥類 に 属す る コ ウ モ リ ガ の 原始性の

現 れ と考 え られ る
一

方，嚢状 胚 の 出 現 で 毛 翅 目 との

強い 類縁関係が 認 め られ ，大層興味深 い 。

チ ャ バネゴ キブ り BtatteUa 　germaniea 若虫 の

令期判定法

田 中　彰，長 谷川晃子 （奈女大 ・理 ・生物）

Methods　f。 r　instar　dete【minati ・n ・f　 ny 皿 pha1

German 　c   ckr 。 ach
，
　 BlatteUa 　germanica

AKIRA 　 TANAKA 、　 AK 【KO 　HASEGAWA

　チ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リを，25℃ ，オ リ エ γ タ ル の CMF

を 与 えて 飼 育 した 場 合，6 は 5 令， ♀ は 5 〜 6 令 を

へ て 成虫 に な る。若虫の 令期判定法を 確 立 す るた め

各令期 の 若虫を 9 ♂に 分け，以 下 の い くつ か の 形 質

に つ い て 測 定 した （各令期 平 均 65燭体測定）。

　触角節数 （切れ て い な い と思 わ れ る もの ）61 令25
〜28，

2 令35〜40，
3 令47〜53． 4 令 60〜66， 5 令

72〜82，　？ 1 令25〜28，　2 令36〜40，　3 令48〜52，

4 令57〜64，　 5 令69〜81，　6 令80〜89。 尾角節数

（背側）1 令 3 ，2令 6， 3令 7 ， 4 令 8 ，5令 9　・v

10， 6 令10
。 頭巾 61 令0．76〜0，87mm ， 2 令O．91

N1 ．06，3 令1、13〜1，28，4 令 1．37〜1、57，5令 1．74

〜 ユ．97，♀ 1 令0．75〜0．87，2 令0，96〜1．08， 3 令

1．20・v ユ．31，4令 1．37n」1．64 ， 5令1．　69〜1．98，
6

令 2．00 〜 2．18。
’
前胸 背板巾 S1 令 1．OI〜1．18mm ，

2 令1．39〜1．65，　3 令1．81〜2．ユ5
，　4 令2．39〜2．94

，

5 令3．15〜3，69，　　勧定虫3．24〜3．71，　　9　1 令1．01〜

1ユ 6
，

2 令1．47〜1．66，3 令ユ，98〜2．29
，

4 令2．50

〜3．04， 5令3．ユC〜3，90，
6 令3．85〜4．3L 　成 虫

3．74nu4．44。 前 胸 背板 長 61 令0，68〜0，80mmt 　 2

令0．91〜1．11，3 令1，15 〜 1．36，4 令1、41nvl．78，

5 令 2，00〜2．32，　　成 虫2．42 〜 2．83，　　9　1令0．68〜

0．81，2 令 ．95〜1．14，3 令1．16〜1．40，4 令 1．50

〜1．87，　 5令 ユ．95〜2，39，　6 令2．36〜2．68，成虫

2．7ア〜3．29。中胸背板長等，結果省略 。

　 以上 の 結果か ら 9の 5〜 6 令以外 は 確実 に 令期判

定 可 能 で あ り，♀ の 5 令 と 6 令 の 区別に つ い て も，

い くつ か の 形質を総合的に 評価すれ ば ほ ぼ確実 に 判

定 可 能 で ある 。 な お 前胸背板の 巾は 終令 か ら成 虫に

か け て 増加 しな い が 長 さは 増加す る こ と が わ か っ

た。
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